


資料：（公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」
注：配合飼料価格は、全畜種の加重平均価格である（令和５年２月は速報値）。

○ 配合飼料価格は、配合飼料の主な原料であるとうもろこしの国際価格がウクライナ情勢等を受けて上昇していることに加えて、
他の原料や為替相場等の影響により、上昇傾向で推移。

配合飼料工場渡価格の推移

10
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資料：農林水産省「畜産物生産費統計」および「営農類型別経営統計」
注１：繁殖牛（子牛生産）は子牛１頭当たり、肥育牛および肥育豚は１頭当たり

生乳は実搾乳量100ｋｇ当たり
養鶏は１経営体当たり

注２：畜産物生産費調査は、令和元年調査から調査期間を調査年４月から翌年３月までの
期間から、調査年１月から12月までの期間に変更した

34％

43％

63％

57％

48％

42％

粗飼料 ： 乾草、サイレージ、稲わら等
濃厚飼料 ： とうもろこし、大豆油かす、こうりゃん、大麦等

注：ＴＤＮ（Total  Digestible Nutrients）：家畜が消化できる養分の総量。
カロリーに近い概念。 １ＴＤＮｋｇ≒4.41Ｍｃａｌ

20％

80％

繁殖牛
（子牛生産）

肥育牛

生 乳

肥育豚

養鶏

R３年度供給量（概算）
25, 299千TDNトン

濃厚飼料
（20,293）

粗飼料
（5,006）

畜種別の構成（R３年）
（ＴＤＮベース）

＜酪農＞

北海道

都府県

濃厚飼料粗飼料

＜肉用牛＞

繁殖

＜養豚・養鶏＞

52.4％ 47.6％

38.0％ 62.0％

55.8％ 44.2％

8.4％

11.5％

100％

乳用おす肥育 91.6％

88.5％

農林水産省「畜産物生産費統計」より試算

交雑種肥育 88.4％
11.6％

ﾌﾞﾛｲﾗｰ経営

採卵経営

肉専用種肥育

50％

北海道

都府県

農林水産省「飼料需給表」
注：令和元年調査から調査期間を調査年４月か
ら翌年３月までの期間から、調査年１月から12
月までの期間に変更した

２

・ 我が国の令和３年度（概算）の畜産における飼料供給割合は、主に国産が占める粗飼料が20％、輸入が占める濃厚飼料が80％
（TDNベース）となっている。
・ 畜産物生産のための様々なコストが上昇する中で、飼料費が畜産経営コストに占める割合は高く、粗飼料の給与が多い牛で３～５割、
濃厚飼料中心の豚・鶏で５～６割となっていることから、まずは飼料費の上昇の畜産物価格への反映が最優先課題。

粗飼料と濃厚飼料の割合（ＴＤＮベース） 経営コストに占める飼料費の割合（R３年）

畜種別の経営と飼料
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飼料自給率の現状と目標

輸入８７％

国産１３％

輸入８５％

濃厚飼料

飼料全体 ２５％ ３４％

粗飼料

○乾草
○サイレージ

牧草、青刈りとうも
ろこし、稲発酵粗飼
料（稲WCS）

○放牧利用
○稲わら
○野草（林間地等）

国産

１００％

輸入２４％

国産

７６％

（R３年度概算） （R12年度目標）

○穀類
（とうもろこし、飼料用米等）

○エコフィード
（パンくず、豆腐粕等）

○糟糠類・かす類
（ふすま、ビートパルプ、

大豆油かす、菜種油かす等）

○その他
（動物性飼料、油脂等）

・ 令和３年度（概算）の飼料自給率（全体）は25％。このうち、粗飼料自給率は76％、濃厚飼料自給率は13％ 。
・ 農林水産省では、飼料自給率について、粗飼料においては草地の生産性向上、飼料生産組織の高効率化等を中心に、濃厚飼料に
おいてはエコフィードや飼料用米の利用拡大等により向上を図り、飼料全体で34％（令和12年度）を目標としている。

近年の飼料自給率の推移飼料自給率の現状と目標

・令和３年度の飼料自給率〔概算〕は、粗飼料自給率は変わらず、
濃厚飼料自給率は１ポイント増加したものの、全体としては前年
同の25％となった。

・粗飼料自給率は、飼料作物の作付面積が横ばいで推移したこ
とに加え、夏季の少雨の天候の影響等があったものの単収も前
年同であったことから、前年同の76％となった。

・濃厚飼料自給率は、主原料であるとうもろこしの輸入量が減少
し、飼料用米の利用量が増加したことから、前年度から１ポイン
ト増の13％となった。

（R３年度概算） （R12年度目標）

（R３年度概算） （R12年度目標）

５

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２
R３

（概算）

全 体 26% 26% 27% 28% 27% 26% 25% 25% 25% 25%

粗 飼 料 76% 77% 78% 79% 78% 78% 76% 77% 76% 76%

濃 厚 飼 料 12% 12% 14% 14% 14% 13% 12% 12% 12% 13%

国産１５％
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畜産現場の経験がない方でも、
パートなどで従事が可能な作業

畜産現場の経験がないシルバー世代の方でも、
従事が可能な作業

写真に記載のマークについて

※農場の設備等によって例外もあります

牛を飼って、乳を搾る仕事。

目次酪農

　主に牛を飼育し、牛乳やチーズ、バターなどの原料の生乳を生産する畜産業を「酪農（ら
くのう）」といいます（殺菌前の牛乳を生乳といいます）。
　
　現在、日本には酪農経営が17,700戸。そこで1,370,000頭の乳牛が飼われていて、年間
7,334,000tの生乳が生産されています。
　
　牛乳を作るためには、①母牛に子牛を産
ませ、②約10ヶ月間乳を搾り、③その間に次
の子牛を妊娠させ、④出産2ヶ月前から出
産に備えて絞るのを止める（乾乳：かんにゅ
う）の繰り返しです。
　母牛は、10ヶ月間で約8,100kgの乳を生
み出します。
　
この資料では、酪農の農場での仕事・作業内容を写真でご紹介します。
　
ご自分で酪農を始めたいとお考えの方、酪農の農場で働いてみたい方。
この冊子で酪農を感じて下さい。農場でお待ちしています。

　酪農経営は、乳を搾る牛（搾乳牛：さくにゅうぎゅう）の頭数によって牛舎の構造が異なりま
す。乳牛を同じ場所につないで飼育する「つなぎ牛舎」。乳牛の頭数が多くなると、「フリー
ストール」「フリーバーン」と呼ばれる、柵で囲って放し飼いする方法がとられます。　それぞ
れの牛舎での作業内容を順に沿ってご紹介します。
　また、酪農で大事な「餌作り」「哺育・育成」「ふん尿処理」についても、写真とともにご紹
介します。

❶見回り/清掃

つなぎ牛舎の例

P2

P1

❷給餌

P3
❸牛床清掃

P4
❹搾乳

P5

❶見回り/清掃

フリーストール
フリーバーン牛舎の例

P8

P7

❷搾乳

P9
❸給餌

P11
❹通路清掃

P12

餌作り

P13

哺育育成

P17

ふん尿処理

P16

〔参考〕酪農経営の1日（例） 見回り、飼槽清掃

見回り、飼槽清掃

牛への給餌

牛への給餌

搾乳搾乳

昼休み
見回り、掃除

見回り、掃除 牛床の清掃

牛床の清掃

①分娩

産後の休息 約45日間
③種付け期間
妊娠 10ヶ月間

②搾乳 10ヶ月間
④乾乳 2ヶ月間
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※１　戸数、頭数は令和４年２月１日現在の数値。
※２　生乳生産量は令和４年度の数値。
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　牛を飼って、乳を搾る仕事
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　　現在、日本には酪農経営が13,300戸（※１）。そこで1,371,000頭（※１）の乳用牛が飼わ
　れていて、年間 7,650,000ｔ（※２）の生乳が生産されています。



フリーストール
フリーバーン
　牛が自由に歩き回れる構造の牛舎です。
　牛の寝るベッドが一頭ごとに仕切られているものを「フリーストール」、自由に寝ることがで
きるものを「フリーバーン」といいます。牛の頭数が多くなると、この構造が採用されます。 牛舎の1日は、牛の健康状態などをチェックするための見回りから始まります。

フリーストール

フリーバーン

牛舎
について

見回り/清掃
〔作業時間の目安〕

●見回り
　30分/100頭程度
●清掃　
　60分/100頭程度

インターネットで動画も
視聴できます（スマホOK）

【みまわり/せいそう】

7 8

フリーストール・バーン

牛のベッドが一頭ごとに仕切られているのが
「フリーストール」。

エサを給与する部分は
共通の構造です。

搾乳している間に牛の寝床を綺麗にします。

牛が綺麗な水を飲めるように
給水設備の点検もします。

牛の体調チェックは、健康・繁殖管理のために
酪農経営で一番重要な作業です。

雑菌の繁殖を防ぐため、飼槽を清掃して
清潔な環境を保ちます。

牛が自由に寝ることができるのが
「フリーバーン」。
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①「フリーストール」「フリーバーン」内の清掃は、牛が搾乳
で留守にしている間に行います。

　フリーストール・バーンの牛舎での給餌は、「TMR（ティーエムアール）」という餌（→P15）
を使うことが一般的です。（つなぎ牛舎の酪農家の一部でも利用されています。）
　TMRの給餌には、「ミキシングフィーダー」という機械を使って乳牛に餌を給与します。

給餌
〔作業時間の目安〕

●準備
　20分程度
●給餌
　60分/100頭程度

インターネットで動画も
視聴できます（スマホOK）

【きゅう・じ】

11 12

フリーストール・バーン

インターネットで動画も
視聴できます（スマホOK）

通路清掃
〔作業時間の目安〕

●通路清掃
　15分/100頭程度

【つうろ・せいそう】

フリーストール・バーン

①ミキシングフィーダーはこのように
トラクターに連結させて使います。

トラックの荷台に一体型のものもあります
（→P15）。

③通路のふん尿や古い敷料を
一気に掻き出します。

②機械の横からTMRが排出され。
　飼槽にTMRが給与されます。

②清掃には、下のような機械を使います。
　正式には「ステアスキッドローダー」と言
いますが、「ボブキャット」と言う酪農家
が多いです（ボブキャットはメーカー名
ですが、代名詞になっています。）。

③全て混ぜあわせた餌なので、
　給餌後はこのようになります。
　つなぎ牛舎での給餌の
　様子（→P3）と違いますね。 ④通路が綺麗になりました。
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　牛の乳は、1日に2回～3回に分けて搾ります。これを「搾乳（さくにゅう）」といいます。
　「フリーストール」「フリーバーン」牛舎では、搾乳専用の施設が牛舎につながっています。こ
の施設を、搾乳舎（ミルキングパーラー）と言います。搾乳は、牛をこの施設まで移動させて行い
ます。写真のようにとても清潔な環境で作業しています。

搾乳
〔作業時間の目安〕

●準備
　30分程度
●搾乳
　90分/100頭程度
●片付け
　30分程度

インターネットで動画も
視聴できます（スマホOK）

【さく・にゅう】

9 10

フリーストール・バーン

⑤前搾りが終わったら、再度乳頭を殺菌剤で消毒
し、殺菌剤と汚れ、水分をきれいに拭き取ります。

⑥搾乳器を取り付けます。
　搾乳器は「ミルカー」と言います。

④「前搾り」をします。前搾りは、「乳頭に溜まっている
異常乳を排泄」「乳頭口の通りを良くする」「異常
乳の発見」「刺激を与えて乳を出やすくする」など
の効果があります。前搾りでは確認のため別の容
器に搾り、出荷はされません。

〔搾乳の様子〕
ミルカーで搾られた乳は、パーラーの下を通っ
ている送入パイプで、冷蔵庫へ送られます。
出荷するまでは、この冷蔵庫（バルククー
ラー）で貯蔵されます。

⑦搾り終わったらミルカーを外し、乳頭を殺菌
剤入りの液に浸して保護します。

　※ミルカーは、乳が出なくなると自動的に外
れます。

〔搾乳時の様子〕
ミルキングパーラーで、搾乳作業は非常に楽になり
ました。

⑧搾乳作業が終了したら、ミルキングパーラー内を
綺麗に片付けて、ミルカーユニットを洗浄・殺菌
消毒して終了です。

③乳頭を殺菌剤で消毒します（殺菌効果を出すた
め、30秒以上薬が付いた状態にします。）。

②ミルキングパーラーに牛を入れます。

①ミルキングパーラーで搾乳の準備をします。
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トラクターに連結させて使います。

トラックの荷台に一体型のものもあります
（→P15）。

③通路のふん尿や古い敷料を
一気に掻き出します。

②機械の横からTMRが排出され。
　飼槽にTMRが給与されます。

②清掃には、下のような機械を使います。
　正式には「ステアスキッドローダー」と言
いますが、「ボブキャット」と言う酪農家
が多いです（ボブキャットはメーカー名
ですが、代名詞になっています。）。

③全て混ぜあわせた餌なので、
　給餌後はこのようになります。
　つなぎ牛舎での給餌の
　様子（→P3）と違いますね。 ④通路が綺麗になりました。
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　動物を飼う酪農では、ふん尿の処理は欠かせません。
　牛のふん尿は、たい肥舎（たいひしゃ）という専用の施設に運び込みます。そこで発酵さ
せて肥料にします。これを「たい肥」といいます。
たい肥は、専用の機械（マニュアスプレッダー）を使って畑などに散布します。

　TMR（total mixed rations：完全混合飼料）は、乳牛の養分要求量に合うように牧草な
どの粗飼料、トウモロコシなどの濃厚飼料の他、ミネラル、ビタミンなど必要な養分をすべて
混合し、給餌する方式です。「フリーストール」「フリーバーン」では、ほぼこの方式が採用さ
られています。

ふん尿処理

インターネットで動画も
視聴できます（スマホOK）

【ふんにょう・しょり】
TMR調整

【てぃーえむあーる・ちょうせい】

15 16

インターネットで動画も
視聴できます（スマホOK）

餌作り

TMRの材料になるサイレージなどを
貯蔵してあるサイロから取り出します。

ミキサーの中はスクリューなどで
攪拌する構造になっており、

投入された牧草などを混ぜ合わせます。

材料を混ぜ合わせる「ミキシングフィーダー」と
いう機械に材料を投入します。

牛舎から出る固形分を
堆肥舎に運び込みます。　　　　　　　　

ふん尿や古い敷料をたい肥化し、それを
肥料として牧草・トウモロコシやお米を生産
します。そして生産した牧草やお米の稲わ
らは飼料や敷料として活用します。

定期的にたい肥を攪拌して
発酵を促進します。

たい肥は、牧草やトウモロコシの肥料として
専用の機械で畑などに散布します。

ふん尿を
たい肥化

牧草や
お米の肥料

飼料/敷料
として活用
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